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◯
は
じ
め
に

江
戸
時
代
中
期
京
都
の
画
師
曾
我
蕭
白
（
一
七
三
〇
～
八
一
）
の
画
跡
は
、
京
都
に

留
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
範
囲
は
播
磨
・
丹
波
・
近
江
・
大
和
・
伊
賀
・
美
濃
な
ど
周

縁
地
域
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
特
に
伊
勢
地
方
に
は
、
漫
遊
に
纏
わ
る
逸
話
と
と
も
に
作

画
の
痕
跡
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
伊
勢
地
方
を
中
心
と
し
た
三
重
県
域
を
博
捜
し
て
各

地
に
散
ら
ば
っ
た
痕
跡
を
丹
念
に
拾
い
集
め
、
記
録
と
し
て
残
し
た
の
が
桃
澤
如
水
（
一

八
七
三
～
一
九
〇
六
）
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
蕭
白
に
係
わ
る
多
く
の

著
述
で
語
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

桃
澤
如
水
（
以
下
如
水
と
記
述
）
は
、
日
本
画
家
・
歌
人
。
本
名
は
重
治
、
画
号
を

如
水
ま
た
桃
画
史
、
歌
名
を
茂
春
と
称
し
た
。
信
濃
に
生
ま
れ
、
明
治
二
十
三
年
（
一

八
九
〇
）
、
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
に
入
学
し
、
橋
本
雅
邦
の
指
導
を
受
け
た
。
卒

業
後
、
病
を
得
た
如
水
は
、
療
養
の
た
め
三
重
県
津
市
に
移
り
、
一
身
田
の
真
宗
高
田

派
総
本
山
専
修
寺
附
属
中
学
校
の
教
師
兼
舎
監
と
な
っ
て
国
文
学
を
教
え
た
。
そ
の
傍

で
伊
勢
地
方
全
域
及
び
伊
賀
地
方
を
博
捜
し
、
百
数
十
年
を
経
て
遺
る
蕭
白
に
纏
わ
る

逸
話
を
採
集
し
画
を
実
見
し
情
報
を
収
集
し
た
。
次
第
に
病
が
悪
化
し
た
如
水
は
、
明

治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
三
十
四
歳
で
早
世
し
た
。

博
捜
の
成
果
は
、
雑
誌
『
日
本
美
術
』
（
八
十
五
・
八
十
六
・
八
十
八
号

日
本
美

術
院
一
九
〇
六
年
）
誌
上
に
「
曾
我
蕭
白
」
の
標
題
、「
三
六
生
」
の
筆
名
で
発
表
さ

れ
た
。
さ
ら
に
没
後
、
『
三
重
県
史
談
会
々
誌
』
（
第
二
巻
十
一
～
第
三
巻
三
号

一
九

一
一
・
二
年
）
に
改
め
て
掲
載
さ
れ
た
。
同
誌
に
再
掲
さ
れ
る
際
、
友
人
三
村
秋
良
（
以

下
秋
良
と
記
述
）
（
１
）に
よ
っ
て
補
記
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
有
用
性
か
ら
今
日
、
『
三
重
県
史

談
会
々
誌
』
再
掲
の
「
曾
我
蕭
白
」
が
伊
勢
地
方
に
お
け
る
蕭
白
の
事
績
を
検
証
す
る
基

本
文
献
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
本
稿
で
も
同
誌
版
を
底
本
と
し
て
記
述
を
進

め
て
い
く
。

蕭
白
の
伊
勢
地
方
に
お
け
る
活
動
に
関
わ
る
研
究
の
多
く
が
如
水
に
拠
っ
て
い
る
。

如
水
は
、
思
う
に
ま
か
せ
て
漂
泊
す
る
気
ま
ま
な
異
人
と
し
て
蕭
白
を
描
き
、
歓
待

と
排
除
と
い
う
対
照
的
な
感
情
を
複
雑
に
交
錯
さ
せ
な
が
ら
も
て
な
す
地
元
の
人
々
と
、

人
々
の
あ
い
だ
に
漂
う
微
妙
な
空
気
な
ど
ど
こ
吹
く
風
と
い
っ
た
風
情
の
当
人
と
の
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
交
渉
を
描
く
逸
話
を
描
い
て
い
る
。

如
水
の
記
録
の
恩
恵
を
受
け
た
最
初
の
調
査
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
研
究
は
辻
惟
雄
氏

に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
成
果
は
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
一
）
に
論
文
「
伊
勢
の
蕭
白

畫
」
（

國
華

九
五
二
号
）
で
発
表
さ
れ
た
。
今
日
重

要
文
化

財
に
指

定
さ
れ
て
い
る

「
永

島
家

襖
絵
」
（
全
四
十
四

面
中
二
十
七

面
三
重
県

立
美
術

館
蔵
）
「

唐
獅

子
図
」

双
幅
（

松
阪
市

朝
田
寺

蔵
）
、
あ
る
い
は
蕭
白
と
し
て
は

珍
し
い

極
彩

色
の
「

雪
山

童

子
図
」（

松
阪
市
継
松
寺
蔵
）、「

千
方
牛
和
尚
像
」（

松
阪
市
菅
相
寺
蔵
）、「

小
野
小
町

大
伴
黒
主
図
」
双
幅
（
伊
賀
市
個
人
蔵
）
と
い
っ
た
画
の
存
在
が
ほ
ぼ
如
水
の
記
録
ど

お
り
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
筆
者
も
同
誌
に
基
づ
い
た
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、「

永
島
家
襖
絵
」（
全

四
十
四

面
中
残
さ
れ
た
十
五

面
三
重
県

立
美
術

館
蔵
）
「

達
磨

図
」

衝
立
（

鈴
鹿
市

安
養
寺
蔵
）、「

旧
興
正
寺
障
壁
画
」（
四
日
市
市
個
人
蔵
）、「

青
砥
藤
綱
韓
信
図
屏
風
」

（
鈴

鹿
市

個
人

蔵
）
な
ど
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
結
果
は
、
「
伊
勢
の
曾
我
蕭
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白
」
（
國
華

一
一
五
一
号

一
一
九
一
年
）
、
「
曾
我
蕭
白
の
遊
歴
」
（
國
華

一
一
六

一
号

一
一
九
二
年
）
や
展
覧
会
及
び
図
録
「
江
戸
絵
画
の
鬼
才

曾
我
蕭
白
展
」

（
一
九
八
七
年

三
重
県
立
美
術
館
・
練
馬
区
立
美
術
館
）
、
「
三
重
の
美
術
風
土
を
探

る
Ⅱ
そ
の
後
の
曾
我
蕭
白
と
周
辺
」
（
一
九
九
二
年

三
重
県
立
美
術
館
）
で
報
告
し

て
い
る
。

本
稿
で
は
、
如
水
が
記
録
に
と
ど
め
た
画
に
焦
点
を
当
て
て
、
記
述
内
容
を
吟
味
し

な
が
ら
、
如
水
当
時
の
状
況
と
現
況
、
画
様
に
つ
い
て
個
々
に
記
述
す
る
こ
と
で
、
伊

勢
地
方
に
お
け
る
蕭
白
の
制
作
背
景
や
画
風
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

論
文
「
曾
我
蕭
白
」
（
『
三
重
県
史
談
会
々
誌
』
所
載

以
下
「
曾
我
蕭
白
」
と
記

述
）
は
、
『
三
重
県
史
談
会
々
誌
』
に
四
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。
表
題
及
び
項

目
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

□
三
重
県
史
談
会
々
誌
第
二
巻
第
十
一
号

曾
我
蕭
白

故
桃
澤
茂
春
稿

友
人
三
村
秋
良
補

三
村
秋
良
序

桃
澤
如
水
序

曾
我
家
系
図
（
秋
良
に
よ
る
補
記
）

蕭
白
の
幼
時
及
其
師
（
秋
良
に
よ
る
補
記
）

敬
輔
画
系
（
秋
良
に
よ
る
補
記
）

□
三
重
県
史
談
会
々
誌
第
三
巻
第
一
号

曾
我
蕭
白
（
其
二
）

故
桃
澤
茂
春
稿

友
人
三
村
秋
良
補

伊
勢
の
漫
遊

漫
遊
中
の
軼
事

□
三
重
県
史
談
会
々
誌
第
三
巻
第
二
号

曾
我
蕭
白
（
其
三
）

故
桃
澤
茂
春
稿

友
人
三
村
秋
良
補

（
承
前
）

画
題
及
画
風

□
三
重
県
史
談
会
々
誌
第
三
巻
第
三
号

曾
我
蕭
白
（
承
前
）

故
桃
澤
茂
春
稿

友
人
三
村
秋
良
補

（
画
題
及
画
風
承
前
）

蕭
白
の
落
款

門
人

（
明
治
三
十
九
年
春
稿
了
同
四
十
五
年
二
月
秋
良
補
）

◯
「
曾
我
蕭
白
」
に
現
れ
る
蕭
白
画

京
都
の
画
人
蕭
白
が
い
か
な
る
所
以
で
伊
勢
地
方
と
関
わ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
。

「
曾
我
蕭
白
」
で
、
秋
良
は
、
伊
勢
久
居
（
現
三
重
県
津
市
）
の
米
屋
に
奉
公
し
て
い

た
小
僧
が
ふ
ら
り
と
消
え
て
の
ち
、
京
都
で
画
人
に
な
っ
た
、
そ
れ
が
蕭
白
で
あ
る
、

と
い
う
伊
勢
地
方
の
風
説
を
記
し
て
い
る
（
２
）。

蕭
白
一
族
の
菩
提
寺
で
あ
る
京
都
上
京
の
興
聖
寺
の
過
去
帳
に
よ
っ
て
、
京
都
の
商

家
丹
波
屋
あ
る
い
は
丹
後
屋
吉
右
衛
門
の
次
男
と
し
て
京
都
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
お
り
（
３
）、
現
在
で
は
京
都
出
生
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
興
聖
寺
は
、
菩
提
寺
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
蕭
白
と
伊
勢
地
方
と
を
結

び
付
け
る
紐
帯
と
し
て
の
意
義
も
合
わ
せ
て
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

当
時
伊
勢
地
方
を
治
め
て
い
た
津
藩
の
藩
主
藤
堂
家
が
同
寺
の
大
檀
越
で
あ
っ
た
か
ら

山 口 泰 弘
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で
あ
る
。
本
堂
の
須
弥
壇
横
に
は
明
代
の
造
像
と
さ
れ
る
達
磨
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
藩
祖
藤
堂
高
虎
が
、
文
禄
・
慶
長
の
役
で
朝
鮮
半
島
に
渡
海
し
た
際
に

持
ち
帰
り
、
同
寺
に
寄
進
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
津
市
の
近
田
山
長
谷
寺

は
、
二
代
藩
主
高
次
が
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
に
興
聖
寺
か
ら
拙
堂
和
尚
を
招
い
て

中
興
開
山
と
し
、
藤
堂
家
歴
代
の
祈
願
所
と
し
た
が
、
こ
れ
も
興
聖
寺
と
藤
堂
家
に
深

い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
蕭
白
と
藤
堂
藩
を
繋

ぐ
紐
帯
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
興
聖
寺
で
あ
る
。

興
聖
寺
は
臨
済
宗
興
聖
寺
派
総
本
山
で
、
津
に
は
末
寺
の
ひ
と
つ
浄
明
院
が
あ
る
。

寺
院
本
末
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
蕭
白
の
伊
勢
漫
遊
を
促
す
契
機
と
な
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
浄
明
院
に
は
か
つ
て
蕭
白
の
描
い
た
襖
絵
が
あ
っ
た
と
「
曾
我
蕭
白
」
に
記

述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。

如
水
は
、
「
伊
勢
の
漫
遊
」
の
項
の
冒
頭
で
、
師
と
さ
れ
る
高
田
敬
輔
没
後
、
二
十

七
歳
こ
ろ
か
ら
伊
勢
漫
遊
を
始
め
た
と
し
て
、
そ
の
契
機
を
「
第
一
に
な
つ
か
し
い
我

郷
国
に
東
山
時
代
の
復
古
さ
れ
た
る
吾
人
神
の
技
術
を
止
め
ん
も
の
と
沖
天
の
意
気
を

以
て
此
処
に
漫
遊
を
試
み
た
も
の
と
思
ふ
」
と
高
ら
か
に
語
る
。
如
水
は
、
蕭
白
の
伊

勢
漫
遊
を
「
故
郷
に
錦
を
飾
る
」
行
為
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
続
け

て
、
「
然
し
な
が
ら
其
漫
遊
の
あ
と
に
就
て
考
ふ
る
に
至
極
暢
気
で
一
処
に
短
く
て
一

箇
月
少
し
長
け
れ
ば
半
年
一
年
と
滞
在
し
て
毎
日
筆
を
執
る
で
も
な
し
に
過
し
て
輿
来

れ
ば
一
気
に
揮
毫
し
て
山
水
人
物
忽
に
し
て
成
る
と
い
ふ
風
で
丸
で
何
事
も
し
な
い
で

居
る
様
だ
が
其
時
間
は
図
に
就
て
推
敲
し
て
居
る
の
で
あ
つ
て
画
い
て
し
ま
へ
ば
忽
に

其
処
を
去
っ
て
次
に
行
っ
て
又
其
様
に
し
て
居
る
と
い
う
有
様
で
あ
る
」
と
、
長
逗
留

の
挙
句
、
一
気
に
描
き
あ
げ
て
は
立
ち
去
る
と
い
う
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と
い
つ
ま
で
も
着
手

し
よ
う
と
し
な
い
「
芸
術
的
怠
慢
」
と
一
気
呵
成
に
描
き
上
げ
る
「
天
賦
の
才
」
を
綯

い
交
ぜ
に
し
て
漫
遊
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
事
例
に
再
三
再
四
触
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

後
に

触
れ
る
「
興

正
寺

障
壁
画
」
揮
毫
に

係
わ
る
寺

側
の
記
述
（
４
）な

ど
か
ら
も

裏
付

け
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、
「
曾
我
蕭
白
」
に

お
け
る
蕭
白
画
に

係
わ
る
如
水

及
び

秋
良
の
記
述
を

引
用

し
て
、
記
述
内
容
の
分
析
と
現
状
把
握
を
順
次
行
っ
て
い
く
。
如
水
の
記
述
箇
所
は
冒

頭
に
［
如
水
］、

秋
良
に
は
［
秋
良
］
と
表
示
す
る
。

［
如
水
］
そ
れ
で
金
銭
に
就
て
は
少
し
も
念
が
な
く
夫
が
為
に
食
事
も
出
来
な
い
様
が

事
が
折
々
あ
つ
た
様
で
あ
る
今
人
の
話
を
聞
に
松
坂
の
近
辺
の
村
落
に
豪
農
が
あ
っ
た

其
人
が
他
出
し
た
帰
り
途
に
金
剛
坂
の
下
ま
で
来
る
と
一
人
の
青
年
が
路
傍
に
打
倒
れ

て
居
て
其
頭
の
あ
た
り
に
頭
蛇
袋
と
筆
ら
し
い
も
の
が
放
り
出
し
て
あ
る
其
人
は
親
切

に
呼
び
起
し
て
聞
て
見
る
と
己
れ
は
画
家
だ
が
空
腹
の
た
め
に
最
早
歩
行
も
出
来
な
く

な
っ
た
か
ら
寝
て
居
る
の
だ
と
聞
て
は
捨
て
ゝ
置
く
わ
け
に
も
行
か
ず
親
切
に
家
に
連

れ
帰
っ
た
、
之
れ
蕭
白
の
伊
勢
に
足
を
止
め
て
画
を
描
た
初
め
の
様
で
あ
る
此
処
は
高

木
と
か
い
ふ
て
十
畳
の
座
敷
の
三
方
に
梅
が
一
面
に
か
い
て
あ
る
と
の
話
で
あ
る

松
坂
近
郊
の
豪
農
が
頭
陀
袋
と
筆
を
放
り
出
し
て
路
傍
に
倒
れ
て
い
る
若
い
男
を
連

れ
帰
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
が
蕭
白
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
蕭
白
は
「
十
畳
の
座
敷
の
三

方
に
梅
が
一
面
」
に
描
い
た
と
如
水
は
記
す
。
こ
れ
は
如
水
の
誤
認
で
あ
り
、
こ
の
時

描
い
た
画
は
、
梅
を
画
題
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、「

永
島
家
襖
絵
」（
三
重
県
立
美
術

館
蔵
）
で
あ
る
こ
と
が
豪
農
す
な

わ
ち

永
島
家
の

口
伝
か
ら

わ
か
っ
て
い
る
（
５
）。
ま

た
、
永
島
家
は
、
斎
宮
と
い
う
伊
勢
街
道
沿
い
に
長
く
延
び
た
集
落
に
あ
り
、「
高
木
」

で
は
な
い
。
「
高

木
」
な
る

集
落
は
、

斎
宮
の

西
北

西
二

キ
ロ

メ
ー
ト

ル
ほ

ど
の
と
こ

ろ
に
あ
り
、
「
高

木
」
で
描
い
た
か
も
し
れ
な
い

梅
の
襖
絵
に
関
す
る

言
い
伝
え
と

永

島
家
へ
の
襖
絵
揮
毫
の

由
来

譚
と
が

輻
輳
し
た
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
。
「
高

木
」
の

集

落
に
あ
る
寺
院
に
こ
の
旨
を
照
会
し
た
が
、
同
寺
お
よ
び
集
落
内
で
は
梅
の
襖
絵
は
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
永
島
家
の
襖
絵
は
、
蕭
白
二
回
目
の
伊
勢
漫
遊
時
の
作
で

あ
る
こ
と
が

定
説
と
な
っ
て

お
り
（
６
）、
「
蕭
白
の
伊
勢
に

足
を
止
め
て
画
を
描
た

初
め

桃澤如水の蕭白画博捜
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の
様
で
あ
る
」
と
す
る
如
水
の
考
証
と
の
あ
い
だ
に
は
齟
齬
が
み
ら
れ
る
。

永
島
家
は
、
当
時
家
屋
（
お
そ
ら
く
は
現
在
は
破
却
さ
れ
て
い
る
主
屋
）
を
新
築
し

て
お
り
、
そ
の
襖
絵
を
蕭
白
が
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
に
、
明
治
天
皇
の
伊
勢

行
幸
に
際
し
て
、
御
座
所
と
し
て
使
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
改
装
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
離
れ
座
敷
（
十
九
世
紀
前
半
の
建
築
に
な
る
現
在
の
主
屋
）
を
飾
る
た
め
に

移
設
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
７
）。
現
在
は
三
重
県
立
美
術
館
の
所
蔵
と
な
っ
て

い
る
が
、
四
十
四
面
を
数
え
て
お
り
、
現
存
す
る
蕭
白
画
と
し
て
は
最
大
規
模
を
誇
っ

て
い
る
（
８
）。

［
如
水
］
松
坂
近
辺
の
集
落
高
木
襖
梅
図

［
現
況
］
永
島
家
襖
絵
（
三
重
県
立
美
術
館
蔵
）

［
如
水
］
此
処
（
如
水
に
よ
る
と
高
木
の
某
家
、
事
実
は
斎
宮
の
永
島
家
）
に
何
箇
月

か
居
て
夫
か
ら
松
坂
の
岡
寺
山
と
い
ふ
に
大
幅
の
半
化
捨
身
の
極
彩
色
を
止
め
久
居
に

も
居
、
津
に
来
て
藤
堂
家
に
も
暫
く
居
た
様
だ
が
天
然
寺
や
浄
明
院
に
一
年
許
も
居
て

黒
田
の
浄
光
寺
に
一
年
許
り
椋
本
辺
に
も
居
た
様
だ
が
或
家
に
太
公
望
を
描
た
と
い
ふ

外
は
分
ら
な
い

「
松
坂
の
岡
寺
山
と
い
ふ
に
大
幅
の
半
化
捨
身
の
極
彩
色
を
止
め
」
と
あ
る
画
は
、
蕭

白
の
彩
色
画
の
代
表
作
と
さ
れ
る
「
雪
山
童
子
図
」
（
松
阪
市
継
松
寺
蔵
）
に
同
定
さ
れ

る
。
継
松
寺
は
山
号
を
岡
寺
山
と
称
し
、
地
元
で
は
「
岡
寺
」
が
通
称
と
し
て
膾
炙
し
て

い
る
。
し
か
し
こ
の
画
は
、
同
寺
の
た
め
に
描
い
た
の
で
は
な
く
、
松
坂
で
蕭
白
が
催
し
た

画
会
で
商
家
か
ら
注
文
を
受
け
、
釈
迦
の
前
世
譚
が
仏
寺
に
相
応
し
い
と
い
う
理
由
で
、

十
九
世
紀
に
入
っ
て
同
寺
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
９
）。

「
久
居
」「
藤
堂
家
」「
天
然
寺
」「
浄
明
院
」「
浄
光
寺
」
に
お
け
る
作
画
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
。

［
如
水
］
松
坂
岡
寺
山
大
幅
の
半
化
捨
身
の
極
彩
色

［
現
況
］
雪
山
童
子
図
松
阪
市
岡
寺
山
継
松
寺
蔵

［
如
水
］
朝
田
の
地
蔵
に
も
蕭
白
の
遺
墨
が
あ
る
本
堂
の
壁
に
は
墨
絵
の
獅
子
で
右
は

岩
に
噛
み
つ
い
た
形
左
は
滝
に
う
た
れ
て
ゐ
る
所
右
の
方
は
平
安
蕭
白
、
左
の
方
は
皇

園
散
人
曾
我
暉
雄
と
款
し
て
印
は
な
い
又
庫
裡
の
杉
戸
二
ヶ
所
は
表
は
何
れ
も
極
彩
色

の
極
め
て
形
の
整
つ
た
落
付
た
も
の
で
裏
は
墨
絵
で
あ
る
表
の
方
は
表
が
桐
に
鳳
凰
、

裏
が
萩
に
兎
で
落
款
は
蛇
足
裔
苗
蕭
白
軒
曾
我
暉
雄
画
と
あ
つ
て
印
は
な
し
乙
は
柳
に

月
が
か
か
つ
て
ゐ
て
下
に
激
流
が
少
し
見
江
て
獏
が
頭
を
回
し
て
ゐ
る
背
向
の
図
、
裏

は
老
杉
に
月
、
落
款
は
弾
正
宗
暉
入
道
蛇
足
軒
十
世
曾
我
暉
雄
図
と
あ
っ
て
「
宅
鸞
斎
」

と
云
ふ
瓢
形
印
と
「
蕭
白
」
と
い
ふ
角
印
「
如
鬼
」
と
い
ふ
鼎
形
印
と
が
朱
で
描
い
て

あ
っ
た
、
此
外
に
障
屏
の
類
も
あ
つ
た
さ
う
な
が
破
れ
た
り
持
出
さ
れ
た
り
し
て
残
つ

て
居
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
残
ら
ぬ
も
の
豈
障
屏
の
み
な
ら
ん
口
碑
も
多
く
は
失
は

れ
て
し
ま
ふ

「
朝
田
の
地
蔵
」
は
、
松
阪
市
朝
田
寺
の
通
称
。
平
安
初
期
の
本
尊
「
木
造
地
蔵
菩

薩
像
」（
重
要
文
化
財
）
が
通
称
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。「
墨
絵
の
獅
子
」
す
な
わ
ち

「
唐
獅
子
図
」
は
、
本

尊
を
左
右
か
ら

挟
む
か
た

ち
で
、
本
堂
左
右
の
壁
に

阿
形

吽
形

と
し
て
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
現
在
で
は
大
幅
の
双
幅
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。

障
屏
画
と
し
て
は
、

他
に
文

中
に
あ
る
桐
に
鳳
凰
（
表
）
・
萩
に
兎
（
裏
）
杉
戸
、

柳

に
月
と
獏
（
表
）・

老
杉
に
月
（
裏
）
杉
戸
（
辻
氏
の
論
文
で
は
「
桐
に
鳳
凰
図
」「
萩

に
兎
図
」「
月
夜
霊
獣
図
」「

旭
日
に
杉
図
」）
四
面
が
残
さ
れ
て
い
る
（

�）。

「
唐
獅
子
図
」
は
、「

寒
山
拾
得
図
」（

京
都
市
興
聖
寺
蔵
）
と
と
も
に
、
大
筆
に
よ

る
力

強
い

草
画
様

式
の

典
型
と
し
て
蕭
白
を
代
表
す
る
作
と
な
っ
て
い
る
。
「
平
安
蕭

山 口 泰 弘
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白
」
「
皇
園
散
人
曾
我
暉
雄
」
と
署
さ
れ
た
異
例
と
も
い
え
る
巨
大
な
落
款
は
、
京
の

画
師
た
る
蕭
白
の
プ
ラ
イ
ド
と
ブ
ラ
ン
ド
意
識
の
誇
示
と
も
解
さ
れ
る
が
、
画
筆
で
書

か
れ
て
お
り
、
一
気
呵
成
に
描
き
切
っ
た
後
に
書
筆
に
持
ち
替
え
る
寸
暇
さ
え
惜
し
ん

で
そ
の
ま
ま
に
暑
し
た
蕭
白
の
高
い
高
揚
感
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

［
如
水
］
松
坂
朝
田
の
地
蔵
墨
絵
獅
子
図

桐
に
鳳
凰
（
表
）・
萩
に
兎
（
裏
）
杉
戸

柳
に
月
と
獏
（
表
）・
老
杉
に
月
（
裏
）
杉
戸

［
現
況
］「
唐
獅
子
図
」
双
幅
重
要
文
化
財

「
桐
に
鳳
凰
図
」「
萩
に
兎
図
」
杉
戸
画

「
月
夜
霊
獣
図
」「
旭
日
に
杉
図
」
杉
戸
画

そ
の
他
、「
曾
我
蕭
白
」
に
記
述
の
な
い
作
品
「
唐
人
物
図
屏
風
」「
布

袋
図
」「
鶏
図
」

［
如

水
］
夫
か
ら
上
野
白
子
を
経
て
日
永
の
輿
正
寺
に
一
年
程
居
て
其
後
は
四
日
市
の

方
へ
行
っ
た
か
ど
う
か
未
た
其
辺
は
調
べ
が
届
か
な
い
が
遂
に
伊
賀
へ
行
つ
た
様
で
あ
る

松
坂
近
辺
で
の
作
画
の
あ
と
、
蕭
白
は
北
上
し
、
上
野
（
現
津
市
安
濃
町
上
野
）
白

子
（
現
鈴
鹿
市
白
子
）
か
ら
日
永
（
現
四
日
市
市
日
永
）
を
経
て
四
日
市
へ
、
更
に
伊

賀
地
方
へ
と
漫
遊
を
続
け
て
行
っ
た
と
如
水
は
記
す
。
一
年
に
及
ぶ
と
い
う
「
日
永
の

輿
正
寺
」
逗
留
時
に
お
け
る
作
画
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

［
如
水
］
夫
で
津
の
西
来
寺
の
画
に
は
二
十
九
歳
黒
田
の
浄
光
寺
の
に
は
宝
暦
九
曾
我

氏
三
十
歳
筆
の
落
款
が
あ
る
か
ら
此
処
に
も
一
年
許
り
彼
処
に
も
一
年
許
り
滞
在
し
た

と
い
ふ
話
を
全
く
信
ず
る
訳
に
は
行
か
な
い
大
概
話
な
ど
ゝ
い
ふ
も
の
は
永
い
事
を
半

年
と
か
い
ふ
か
ら
で
は
あ
る
が
一
所
に
長
く
滞
在
し
た
事
は
実
際
で
あ
る
か
ら
其
話
の

あ
る
地
に
就
て
筆
蹟
や
話
を
集
め
て
見
度
と
思
ふ
が
思
ふ
許
で

西
来
寺
（
津
市
）
の
画
に
は
二
十
九
歳
の
年
紀
が
あ
っ
た
と
い
う
。
蕭
白
画
に
は
年

紀
の
あ
る
画
が
少
な
く
、
蕭
白
画
と
し
て
は
初
期
に
属
す
る
二
十
九
歳
作
は
、
画
風
変

遷
の
初
期
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
事
例
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
惜
し
い
こ
と
に
現

存
し
な
い
。
ま
た
、
「
黒
田
の
浄
光
寺
」
（
津
市
）
の
画
に
は
、
「
宝
暦
九
曾
我
氏
三
十

歳
筆
」
の
年
紀
と
制
作
時
の
年
齢
が
併
記
さ
れ
る
と
い
う
蕭
白
唯
一
の
作
例
で
あ
り
、

こ
の
併
記
に
よ
っ
て
、
蕭
白
の
誕
生
年
が
明
ら
か
に
な
っ
た
点
で
重
要
な
事
例
で
あ
る

が
、
こ
れ
も
現
存
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
画
の
画
様
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

［
如
水
］
松
坂
に
近
く
雲
出
川
の
岸
で
一
方
は
海
に
臨
ん
で
香
良
洲
神
社
と
い
ふ
有
名

な
社
が
あ
る
其
入
口
は
長
い
堤
で
其
左
右
に
今
は
若
木
で
あ
る
が
其
頃
は
老
木
の
楼
が

並
木
に
植
ゑ
ら
れ
て
あ
つ
た
或
春
の
夜
の
月
に
照
ら
さ
れ
て
花
陰
を
逍
遥
し
て
月
夜
の

桜
は
知
何
に
描
か
ば
其
風
情
を
写
し
得
る
か
と
頻
り
に
苦
心
焦
慮
し
て
夜
更
く
る
ま
で

此
処
に
居
つ
た
時
に
村
人
が
其
怪
し
き
姿
を
認
め
若
し
や
盗
賊
な
ど
の
徘
徊
す
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
と
捉
え
て
誰
何
し
た
ら
己
は
画
家
で
あ
る
が
夜
桜
を
描
か
う
と
苦
心
し

て
居
る
の
で
あ
る
と
聞
い
て
許
し
た
其
時
の
画
は
香
良
洲
神
社
の
社
司
の
家
に
あ
つ
た

の
を
松
坂
の
三
井
が
懇
望
し
て
其
有
に
帰
し
た
が
先
年
暴
徒
の
蜂
起
し
た
折
に
其
等
の

為
に
破
却
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
事
で
あ
る

雲
津
川
の
河
口
、
香
良
洲
神
社
（
津
市
）
で
苦
心
惨
憺
し
て
夜
桜
を
描
い
た
と
い
う

逸
話
が
描
か
れ
る
。
社
家
に
あ
っ
た
も
の
が
松
坂
の
豪
商
三
井
家
の
懇
望
に
よ
り
同
家

に
帰
し
た
が
、

暴
徒
の

蜂
起
に
よ
っ
て

破
却
さ
れ
た
と
い
う
。
「

先
年

暴
徒
の

蜂
起
し

桃澤如水の蕭白画博捜

―112―

五五



た
折
」
と
は
、
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
十
二
月
に
三
重
県
飯
野
郡
（
現
三
重
県
松

阪
市
）
か
ら
始
ま
り
、
愛
知
県
・
岐
阜
県
な
ど
に
ま
で
拡
大
し
て
、
当
時
最
大
規
模
の

騒
擾
事
件
と
な
っ
た
地
租
改
正
反
対
一
揆
、
い
わ
ゆ
る
伊
勢
暴
動
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
際
に
破
却
さ
れ
た
と
い
う
。

［
如
水
］
香
良
洲
神
社
社
家
夜
桜
図
暴
徒
の
蜂
起
で
破
却

［
現
況
］
現
存
し
な
い

［
如
水
］
又
久
居
侯
の
命
で
金
扉
風
を
描
く
こ
と
ゝ
な
つ
た
蕭
白
は
久
居
侯
の
食
客
と

な
つ
て
毎
日
酒
を
の
み
御
馳
走
を
食
つ
て
は
其
ま
ゝ
寝
て
し
ま
つ
た
り
何
か
す
る
家
老

は
今
日
は
描
く
か
し
ら
ん
と
思
つ
て
は
御
機
嫌
を
と
っ
て
文
酒
を
す
ゝ
め
御
馳
走
を
す

る
が
又
前
の
通
り
で
描
き
相
に
も
な
い
暫
く
我
慢
は
し
て
居
た
が
あ
ま
り
甚
し
い
か
ら

或
日
催
促
を
し
た
夫
で
は
描
く
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
沢
山
に
墨
を
す
ら
せ
夫
を
摺
鉢

に
入
れ
其
内
へ
紺
青
金
泥
な
ど
貴
い
絵
具
を
凡
そ
十
五
両
程
買
ふ
た
の
を
皆
其
摺
鉢
の

墨
に
交
ぜ
て
棕
櫚
箒
で
か
き
た
て
た
家
老
や
家
来
は
何
を
か
く
か
と
見
て
ゐ
る
と
金
屏

風
一
双
を
併
べ
て
其
処
へ
ひ
ろ
げ
さ
せ
棕
櫚
箒
を
把
つ
て
湾
曲
し
た
一
線
を
描
い
て
其

徐
勢
を
以
て
家
老
の
顔
を
塗
つ
た
ま
ゝ
瓢
然
と
去
つ
て
し
ま
つ
た
家
来
は
此
侮
辱
を
非

常
に
怒
つ
た
か
巳
に
去
つ
て
し
ま
つ
た
後
で
致
方
が
な
い
其
内
に
墨
の
乾
い
た
処
に
何

や
ら
意
味
あ
り
げ
に
思
は
れ
る
全
く
乾
い
て
見
た
ら
七
色
燦
た
る
虹
霓
が
現
は
れ
た
此

屏
風
は
久
居
侯
の
珍
蔵
で
あ
つ
た
が
維
新
の
際
宝
庫
を
出
て
ゝ
他
の
手
に
移
つ
た
と
か

藤
堂
藩
の
支
藩
久
居
藤
堂
家
か
ら
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
た
蕭
白
の
奇
矯
な
振
る
舞
い
と

面
目
躍
如
た
る
異
能
ぶ
り
、
戸
惑
い
を
隠
せ
な
い
藩
の
人
士
の
有
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

芸
術
的
怠
慢
が
単
な
る
怠
惰
で
は
な
く
、
結
果
を
予
測
し
て
入
念
な
構
想
を
練
る
た
め

の
溜
め
を
つ
く
る
時
間
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
気
呵
成
の
描
画
と
結
び
つ
い
た
時
人
の
意

表
を
突
く
結
果
を
も
た
ら
し
た
、
蕭
白
の
天
賦
の
才
を
示
す
顕
著
な
例
と
い
え
る
。
こ

の
と
き
描
か
れ
た
「
虹
図
屏
風
」
は
、
久
し
く
久
居
藩
主
家
に
あ
っ
た
が
、
明
治
維
新

に
至
っ
て
同
家
を
離
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
そ
の
所
在
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

［
如
水
］
久
居
藩
主
邸
で
描
い
た
金
地
に
虹
の
屏
風
他
の
手
に
移
る

［
現
況
］
不
明

［
如

水
］

津
市
の
寺

町
に
天
然

寺
と
い
ふ
浄

土
寺
が
あ
る
其

寺
の
本
堂
も
庫

裡
も
白
い

所
は

悉
く
蕭
白
が

筆
を

残
し
た
と
い
ふ
が

惜
し
い
事
に
は

先
年

烏
有
に

帰
し
て
今
は
其

や
け
あ
と
が
憐
に
見
ら
る
ゝ
許
で
あ
る
今
人
の
話
を
聞
く
に
第
一

室
に
蓮
が
か
い
て
あ
っ

た
が
其

画
が
珍

妙
な
形
で
丸
で
子

供
が
墨
を
な
す
く
つ
た
よ
り
不
思

議
な
も
の
で
あ
つ
た

夫
は
天
然

寺
の
方

丈
が
不
味
い
も
の
を
く
は
し
て
一

向
に
不
あ
し
ら
い
で
あ
つ
た
処
へ
催

促
さ
せ
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
御
機
嫌
甚
だ
お
も
し
ろ
か
ら
ず
し
て
夫
で
斯
の
如
き
画
が
出

来
た
の
だ
と
か
又
一
の

話
に
は
毎
日

々
々
酒
を
の
み

碁
を

囲
み
て
其
他
に
何
も
し
な
い

其
内
或
日
の
事

小
僧
に
墨
を
磨
ら
せ
て
沢
山
に
す
れ
た
頃
大

筆
を
出
し
て
夫
に
一

杯
墨

を
含
ま
せ

筆
を

援
い
て

小
僧
の
顔
を
た
め
し

皿
に

代
用
し
て
塗
つ
て
居
る
処
へ
今
一
人

の
小
僧
が
来
た
か
ら
之
に
も
塗
つ
て
其
筆
で
一
室
残
ら
ず
馬
を
か
い
た
と
も
い
ふ

「
天
然

寺
」
の

本
堂

及
び
庫

裡
に
蕭
白
が
描
い
た

障
壁

画
群
は
、
「

本
堂
も
庫

裡
も

白
い
所
は
悉
く
蕭
白
が
筆
を
残
し
た
」
と
い
う
規
模
の
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

し
か
し
、
如
水
の
記
述
及
び
寺
伝
に
よ
る
と
、
火
災
に
よ
っ
て
堂
宇
も
ろ
と
も
烏
有
に

帰
し
た
。
如
水
が
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
一
室
に
蓮
、
そ
れ
も
子
ど
も
の
落
書
き
の
よ

う
な
珍
妙
な
か
た
ち
を
し
て
い
た
。
ま
た
一
室
は
す
べ
て
水
墨
の
馬
が
描
か
れ
て
い
た
。

子
ど
も
の
落
書
き
の
よ
う
な
画
は
、
後
述
す
る

「
興
正
寺
障
壁
画
」
に
も
み
ら
れ
る
。

火
災
に
先
立
つ
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
こ
ろ
、
美
術
雑
誌
『
國
華
』
の
編
集

山 口 泰 弘

―111―

六六



者
が
津
市
に
天
然
寺
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
、
幸
い
に
も
焼
失
前
の
天
然
寺
襖
絵
の
記

録
を
残
し
て
い
る
（

�）。
そ
れ
に
よ
る
と
庫
裡
を
飾
る
蕭
白
の
襖
絵
は
、
す
べ
て
水
墨

画
で
、
如
水
の
挙
げ
た
画
題

蓮
・
馬
・
羅
漢

の
ほ
か
、
達
磨
や
山
水
を
描

い
た
も
の
が
あ
り
、
庫
裡
だ
け
で
大
小
併
せ
る
と
襖
四
十
六
枚
に
お
よ
ぶ
、
現
存
最
大

の
「
永
島
家
襖
絵
」（
四
十
四
面
）
を
超
え
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

［
如
水
］
津
天
然
寺
の
本
堂
・
庫
裡
蓮
図

馬
図

羅
漢
図
他

全
四
十
六
面
烏
有
に
帰
す

［
現
況
］
現
存
し
な
い

［
如
水
］
津
の
浄
明
院
は
藤
堂
侯
の
夫
人
の
墓
の
あ
る
寺
で
此
処
に
蕭
白
が
一
年
許
も

滞
在
し
て
居
た
其
処
の
襖
に
は
鶴
が
一
面
に
あ
つ
た
と
い
ふ
が
今
は
張
か
へ
て
な
い
と

や
ら
余
の
一
知
友
が
寺
の
方
丈
と
心
安
く
て
其
内
の
一
枚
を
貰
つ
て
来
て
表
具
師
の
処

へ
や
つ
て
仕
立
る
つ
も
り
に
し
た
の
を
表
具
師
は
又
何
処
ぞ
へ
売
つ
て
し
ま
つ
た
鶴
は

真
に
羽
化
登
仙
し
た
の
で
あ
る
先
日
院
を
尋
ね
た
が
生
憎
方
丈
が
居
な
く
て
話
を
聞
く

事
が
出
来
な
か
つ
た

既
述
の
よ
う
に
、
浄
明
院
は
、
浄
土
宗
興
聖
寺
派
の
末
寺
で
あ
っ
た
。
寺
院
の
本
末

関
係
が
画
人
の
活
動
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
例
は
こ
れ
ま
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
安
土
桃
山
時
代
の
画
人
長
谷
川
等
伯
は
、
生
国
の
能
登
で
七
尾
を
中
心
に
壮

年
近
く
ま
で
活
動
を
行
っ
た
後
京
都
に
上
る
が
、
そ
の
際
檀
家
で
あ
っ
た
日
蓮
宗
本
延

寺
の
本
山
で
あ
る
本
法
寺
を
頼
っ
て
お
り
、
そ
の
縁
故
で
京
都
で
の
活
動
域
を
広
げ
て

い
っ
た
。
ま
た
蕭
白
と
同
時
期
に
京
都
で
活
動
し
た
池
大
雅
は
、
友
人
で
書
家
、
松
坂

の
豪
商
中
川
家
の
当
主
で
も
あ
っ
た
韓
天
寿
の
屋
敷
に
隣
接
す
る
真
言
宗
継
松
寺
を
し

ば
し
ば
訪
れ
、
住
持
の
無
倪
と
懇
意
に
な
り
、
そ
の
紹
介
に
よ
っ
て
高
野
山
で
、
遍
照

光
院
に
代
表
作
「
山
水
人
物
図
・
老
松
図
」
襖
絵
十
面
を
描
く
機
会
を
得
て
い
る
。

藤
堂
家
が
興
聖
寺
の
大
檀
越
で
あ
り
、
浄
明
院
は
、
一
方
で
、
藤
堂
藩
の
三
代
藩
主

高
久
が
祈
願
所
に
定
め
た
寺
で
、
藩
と
も
つ
な
が
り
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
寺

檀
関
係
と
本
末
関
係
が
撚
り
合
わ
さ
っ
て
、
浄
明
院
に
お
け
る
蕭
白
制
作
の
機
会
が
生

ま
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
浄
明
院
は
、
江
戸
時
代
、
津
城
下
で
寺
町
を
形
成

し
て
い
た
区
域
に
あ
っ
た
。

浄
明
院
に
は
、
如
水
に
よ
る
と
、
蕭
白
は
一
年
ば
か
り
も
滞
在
し
て
、
襖
一
面
に
鶴

を
描
い
た
が
、
如
水
当
時
す
で
に
張
り
替
え
て
な
か
っ
た
。
如
水
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
、

貼
り
替
え
た
も
の
の
、
必
ず
し
も
廃
棄
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
受
け
止
め
る
こ
と

も
で
き
る
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
八
日
の
空
襲

で
市
域
の
大
半
が
焼
失
し
た
際
に
旧
寺
町
に
あ
っ
た
浄
明
院
を
は
じ
め
、
天
然
寺
、
西

来
寺
も
災
厄
を
免
れ
ず
、
堂
宇
が
烏
有
に
帰
し
た
た
め
、
多
く
の
文
物
が
運
命
を
と
も

に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
現
存
は
確
認
で
き
な
い
。

［
如
水
］
津
浄
明
院
鶴
図
襖
絵
張
替
え

［
現
況
］
不
明

［
如
水
］
寺
町
の
西
来
寺
に
蕭
白
の
襖
が
あ
る
図
は
竹
林
の
七
賢
で
夫
に
は
行
年
二
十

九
歳
と
あ
る
狩
野
家
で
は
行
年
を
か
く
の
は
六
十
一
の
還
暦
が
過
ぎ
て
か
ら
行
年
何
歳

と
か
く
と
聞
い
た
が
蕭
白
の
様
な
例
が
あ
る
の
か
夫
共
蕭
白
の
独
創
か

如
水
は
、
浄
明
院
と
同
じ
津
の
寺
町
に
あ
る
西
来
寺
で
竹
林
七
賢
図
を
実
見
す
る
機

会
が
あ
り
、
「
行
年

廿
九

歳
曾

我
蕭
白
図
」
つ
ま
り

二
十

九
歳
の
年

紀
を

目
撃
し
て
い

桃澤如水の蕭白画博捜
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る
。
二
十
九
歳
と
い
う
と
、
出
生
か
ら
青
年
期
ま
で
の
事
績
が
ほ
と
ん
ど
不
詳
の
蕭
白

が
は
じ
め
て
歴
史
に
登
場
す
る
年
齢
で
、
本
拠
の
京
都
で
は
な
く
こ
の
地
に
最
初
の
足

跡
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
、
蕭
白
の
画
歴
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
興
味
深
い
。
如
水

は
実
見
し
た
も
の
の
、
現
存
は
し
て
い
な
い
。

如
水
の
記
録
に
は
な
い
が
、
西
来
寺
に
隣
接
す
る
上
宮
寺
と
い
う
真
宗
高
田
派
系
寺

院
に
は
、
初
期
画
風
を
示
す
双
幅
が
残
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
、
同
時
期
に
制
作
の

機
会
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
双
幅
は
、
右
幅
が
小
野
妹
子
、
左
幅
が
迹
見
赤

槫
と
い
う
、
い
ず
れ
も
聖
徳
太
子
に
関
わ
る
人
物
を
描
い
た
画
幅
で
、
同
寺
内
に
あ
っ

た
太
子
堂
の
本
尊
木
造
聖
徳
太
子
孝
養
像
の
脇
掛
と
し
て
使
用
す
る
目
的
で
依
頼
を
受

け
た
と
推
定
さ
れ
（

�）、
漫
遊
中
不
意
に
訪
れ
た
制
作
機
会
で
は
な
く
、
大
規
模
な
制

作
依
頼
に
基
づ
く
も
う
ひ
と
つ
の
制
作
実
態
を
思
わ
せ
る
。
菩
提
寺
興
聖
寺
と
浄
明
院

と
の
本
末
関
係
、
藩
主
藤
堂
家
と
興
聖
寺
と
の
寺
檀
関
係
が
そ
の
契
機
を
生
み
出
し
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。

［
如
水
］
津
西
来
寺
竹
林
七
賢
図
襖
絵

［
現
況
］
不
明
遅
く
と
も
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
八
日
の
空
襲
で
焼
失
か

［
如
水
］
黒
田
村
と
い
ふ
は
津
市
を
去
る
事
二
里
許
の
村
落
で
あ
る
此
処
に
浄
光
寺
と

い
ふ
寺
が
あ
つ
て
中
々
大
寺
で
あ
る
此
処
に
蕭
白
が
来
て
凡
一
年
許
も
居
た
夏
の
頃
で

蕭
白
は
毎
日
本
堂
へ
行
つ
て
は
昼
寝
を
し
て
居
た
或
日
の
事
朝
食
も
せ
ず
に
本
堂
に
居

る
様
で
あ
る
又
朝
か
ら
寝
て
居
る
の
か
し
ら
む
と
既
に
例
に
な
つ
て
居
る
か
ら
別
に
不

思
議
に
も
思
は
ぬ
が
昼
に
な
つ
て
も
出
て
来
な
い
夜
に
な
つ
て
も
来
な
い
か
ら
本
堂
へ

行
つ
て
見
た
ら
ば
蕭
白
は
居
な
い
で
其
辺
に
梯
子
が
あ
る
能
く
見
る
と
内
陣
の
左
右
の

壁
が
真
中
に
柱
が
あ
つ
て
九
尺
宛
の
張
壁
に
な
つ
て
居
る
其
外
に
向
つ
た
処
へ
十
六
羅

漢
が
描
て
あ
り
欄
間
に
は
葡
萄
が
描
て
あ
つ
て
当
人
は
影
も
形
も
な
い
蕭
白
は
画
を
描

き
終
る
と
其
ま
ゝ
何
処
へ
か
去
つ
た
の
で
あ
ら
ふ
此
処
の
落
款
に
は
宝
暦
九
曾
我
氏
三

十
歳
筆

無
為
に
長
逗
留
し
た
挙
句
、
一
気
に
描
い
て
ふ
ら
っ
と
去
っ
て
い
く
、
芸
術
的
怠
慢

と
天
才
を
窺
わ
せ
る
逸
話
の
典
型
が
示
さ
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
落
款
に
よ
り
、
蕭

白
の
生
年
が
明
ら
か
に
な
る
が
、
画
は
現
存
し
な
い
。
し
か
し
画
様
に
つ
い
て
、
如
水

は
後
段
で
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
の
で
、
改
め
て
触
れ
る
。

［
如
水
］
白
子
党
皆
緋
威
の
鎧
き
て
と
云
ふ
白
子
即
鼓
が
浦
の
先
に
若
松
と
い
ふ
所
が

あ
る
其
処
に
大
谷
派
の
寺
が
あ
つ
た
或
日
の
事
本
堂
の
縁
に
乞
食
で
も
な
い
が
風
体
怪

し
き
一
人
が
来
て
寝
て
居
る
夕
方
ま
で
同
じ
く
居
る
和
尚
が
堂
の
扉
を
閉
ぢ
に
行
つ
た

時
に
叱
責
し
て
去
ら
し
め
様
と
し
た
其
時
男
が
言
ふ
に
は
己
は
画
家
だ
が
空
腹
の
為
に

此
処
に
寝
て
ゐ
る
訳
だ
か
ら
と
事
情
を
話
し
た
其
処
で
呼
び
入
れ
て
一
宿
さ
せ
た
其
時

に
画
家
だ
と
い
ふ
て
も
信
じ
ま
い
か
ら
此
処
の
白
い
衝
立
へ
画
か
し
て
く
れ
夫
に
は
空

腹
で
あ
る
が
酒
一
升
を
の
ま
し
て
く
れ
と
其
一
升
を
呑
ん
で
筆
を
執
つ
て
達
磨
を
描
い

た
其
衣
は
一
筆
に
は
ね
て
あ
る
と
の
事
だ
が
達
磨
の
顔
が
余
り
恐
し
い
の
で
子
供
が
指

で
つ
〃
き
ぬ
い
て
し
ま
つ
て
あ
る
而
し
て
今
此
衝
立
は
中
御
田

（
マ

マ
）

村
の
安
養
寺
に
あ
る
と

の
は
な
し

「
若

松
」
、
現

在
の

鈴
鹿
市
の

若
松
に
あ
る
真
宗
大

谷
派
の

某
寺
で
、
一

宿
の

礼
と

し
て
衝
立
に
描
い
た
達
磨
の
画
は
、
如
水
の
記
述
ど
お
り
、
同
市
中
箕
田
の
安
養
寺
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
画
様
は
、
「

達
磨
図

」
（

個
人

蔵
）
と

類
縁
が

認
め
ら
れ
る
。
「

達

磨
図
」
の
一
衣
の
描
線
が
張
り
詰
め
た
弧
線
で
あ
る
の
に
対
し
て
本
図
で
は
幾
分
弛
み

が
あ
る
が
、
さ
ら
に
大
き
く
差
異
を
み
せ
て
い
る
の
は
蕭
白
独
特
の
据
え
た
眼
力
が
本

図
で
は
著
し
く
減
じ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
、
仔
細
に
眼
の
部
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分
を
み
る
と
、
両
眼
と
も
放
射
状
の
破
れ
を
補
修
し
た
跡
が
わ
ず
か
に
見
え
、
そ
の
上

か
ら
さ
ら
に
瞳
を
描
き
加
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
達
磨
の
顔
が
余
り
恐
し
い
の
で
子

供
が
指
で
つ
〃
き
ぬ
い
て
し
ま
つ
て
あ
る
」
と
い
う
記
述
を
裏
付
け
て
い
る
。

こ
の
画
は
、
如
水
の
記
述
に
も
と
づ
く
博
捜
の
成
果
の
ひ
と
つ
と
し
て
現
存
が
確
認

さ
れ
、
展
覧
会
「
江
戸
絵
画
の
鬼
才

曾
我
蕭
白
展
」
（
一
九
八
七
年

三
重
県
立
美

術
館
・
練
馬
区
立
美
術
館
）
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
（

�）。

［
如
水
］
若
松
大
谷
派
の
寺
達
磨
の
衝
立
中
御
田
安
養
寺
に
あ
り

［
現
況
］「
達
磨
図
」
衝
立
鈴
鹿
市
中
箕
田
安
養
寺
蔵

［
如
水
］
三
重
郡
日
永
の
輿
正
寺
と
い
ふ
に
は
殆
一
年
滞
在
し
て
居
て
座
敷
の
張
つ
け

一
面
に
蕭
白
が
筆
を
揮
つ
た
も
の
〃
内
違
棚
を
つ
き
ぬ
け
て
老
松
を
描
た
の
な
ど
余
程

見
事
な
も
の
で
あ
つ
た
相
な
が
四
五
十
年
前
の
地
震
の
時
に
此
室
が
倒
れ
て
し
ま
つ
た

為
画
は
滅
茶
々
々
に
な
つ
て
今
で
は
一
物
も
残
ら
ん
と
の
事

「
一
物
も
残
ら
ん
と
の
事
」
と
い
う
よ
う
に
、
現
存
の
確
認
を
行
っ
た
形
跡
は
み
ら

れ
な
い
。
伝
聞
を
鵜
呑
み
に
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
一
部
が
現
存
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
前
記
の
「
達
磨
図
」
衝
立
同
様
、
展
覧
会
「
江
戸
絵
画
の
鬼
才

曾
我
蕭
白
展
」
（
一
九
八
七
年

三
重
県
立
美
術
館
・
練
馬
区
立
美
術
館
）
で
初
め
て

紹
介
さ
れ
た
（

�）。
寺
伝
『
日
永
山
興
正
寺
史
』
に
よ
る
と
、
障
壁
画
は
書
院
を
飾
っ

て
い
た
が
、
如
水
の
い
う
地
震
で
損
壊
し
た
後
、
近
隣
を
流
れ
る
河
川
の
氾
濫
に
よ
っ

て
残
欠
を
残
す
ば
か
り
に
な
っ
て
い
た
。
檀
家
の
ひ
と
り
が
、
そ
れ
を
貰
い
受
け
て
屏

風
に
仕
立
て
直
し
て
保
管
し
て
い
た
。「
老
松
図
屏
風
」
二
曲
一
隻
、「
唐
人
物
図
屏
風
」

二
曲
一
隻
、「
雑
画
押
絵
貼
屏
風
」
六
曲
一
隻
の
三
件
と
し
て
残
る
。

本
来
は
、「
老
松
図
屏
風
」
が
床
貼
付
け
、「
唐
人
物
図
屏
風
」「
雑
画
押
絵
貼
屏
風
」

が
襖
お
よ
び
床
貼
付
け
の
残
欠
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
紙
継
ぎ
や
引
手
跡
か
ら
推
察
さ
れ

る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
本
来
の
画
題
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
殊
に
「
雑
画

押
絵
貼
屏
風
」
は
、
複
数
の
画
題
の
残
欠
を
縦
横
構
わ
ず
六
曲
屏
風
の
各
扇
に
貼
り
付

け
て
い
る
。

「
老
松
図
屏
風
」
は
、
如
水
の
い
う
「
違
棚
を
つ
き
ぬ
け
て
老
松
」
に
相
当
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
一

方
、
「
雑
画
押
絵
貼
屏
風
」
は
、
「
唐
人
物
図
屏
風
」
と

併
せ
て
、

「
伯
牙
断
琴
」
お
よ
び
「
鐘
馗
」
を
画
題
と
す
る
襖
絵
の
構
成
す
る
部
材
と
、「
老
松
図

屏
風
」
の
一
部
ま
た
は
別
個
の
松
を
画
題
と
す
る
貼
付
け
の
部
材
を
寄
せ
集
め
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
現
存
の
部
材
を
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蕭
白
が
興

正
寺
に
お
い
て
構
想
し
た
主
題
と
空
間
構
成
に
つ
い
て
、
拙
論
「
曾
我
蕭
白
「
旧
興
正

寺
障
壁
画
」
の

主
題
と

空
間
構

想
」
（
三
重
大

学
教

育
学
部

研
究

紀
要

第
六
十
三

巻

二
〇
一
二
年
）
に
よ
っ
て
考
証
を
試
み
て
い
る
。

［
如
水
］
日
永
興
正
寺
老
松
図
床
貼
付
地
震
の
あ
と
破
却

［
現
況
］「
老
松
図
屏
風
」
二
曲
一
隻

「
唐
人
物
図
屏
風
」
二
曲
一
隻

「
雑
画
押
絵
貼
屏
風
」
六
曲
一
隻

四
日
市
市
個
人
蔵

［
如

水
］
軼
事
と
し
て
は
僅
に
こ
れ
だ
け
で
あ
る
が
其
他
筆
蹟
の
得 （
マ
マ
）に
残
つ
て
居
る
と
い
ふ

も
の
で
聞
き
得
た
も
の
を
記
せ
ば
多
気
郡
斎
宮
に
長
嶋

（
マ
マ
）

雪
江
と
い
ふ
人
が
あ
る
此
家
の
襖

の
両
面
に
梅
の
絵
が
あ
る
安
濃
郡
大
塚
村
以
前
の
庄
屋
倉
田
某
の
玄
関
の
見
付
に
山
越
の

弥
陀
を
描
き
其
後
光
は
傘
の
様
で
あ
る
と
河
芸
郡
上
野
の
或
家
の
袋
戸
に
小

督
と
仲

国
の

極
彩

色
が
あ
つ
た
が
商
人
の
手
に
入
つ
て
京

都
の
方
へ
行
っ
た
伊

賀
上
野
の
曾
我

忠
兵

衛

忠
友
と
い
ふ
家
の
衝
立
が
小
町
と
黒
主
の
草
子
洗
の
極
彩
色
で
あ
る

桃澤如水の蕭白画博捜
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こ
の
一
節
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
画
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
一
）
多
気
郡
斎
宮
の
長
嶋
家
梅
の
襖
絵

（
二
）
安
濃
郡
大
塚
村
以
前
の
庄
屋
倉
田
某
玄
関
の
見
付
に
山
越
阿
弥
陀
像

（
三
）
河
芸
郡
上
野
の
或
る
家
小
督
と
仲
国
の
極
彩
色
の
袋
戸

（
四
）
伊
賀
上
野
曾
我
忠
兵
衛
忠
友
家

小
町
と
黒
主
の
草
子
洗
の
極
彩
色
の
衝
立

（
一
）
既
述
の
よ
う
に
、
如
水
は
、
松
坂
近
郊
の
高
木
と
い
う
集
落
の
民
家
に
「
十
畳

の
座
敷
の
三
方
に
梅
が
一
面
に
か
い
て
あ
る
」
と
い
う
伝
聞
を
記
し
て
い
る
。
描
く
に

至
っ
た
契
機
と
し
て
、
豪
農
が
頭
陀
袋
と
筆
を
放
り
出
し
て
路
傍
に
倒
れ
て
い
る
若
い

男
を
連
れ
帰
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
現
在
で
は
、
こ
の
逸
話
は
高
木
で
は
な
く
斎
宮
で

描
い
た
「
永
島
家
襖
絵
」
（
三
重
県
立
美
術
館
蔵
）
の
発
端
と
さ
れ
て
い
る
。
豪
農
す

な
わ
ち
永
島
家
に
は
先
祖
か
ら
伝
え
ら
れ
た
口
碑
を
後
代
の
当
主
が
聞
き
書
き
し
た
も

の
が
残
さ
れ
て
お
り
、
蕭
白
が
泥
酔
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
連
れ
帰
っ
た
と
細
部
に
は
異

動
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
概
ね
契
機
に
つ
い
て
は
一
致
し
て
お
り
、
如
水
の
伝
聞
は
事

実
と
齟
齬
を
来
し
て
い
る
。

（
二
）
不
明
。

（
三
）
不
明
。
こ
の
画
に
つ
い
て
は
、
秋
良
の
補
記
が
あ
る
。

［
秋
良
］
倉
田
と
い
ふ
大
庄
屋
に
は
蕭
白
は
暫
く
滞
在
し
て
居
た
が
一
向
に
描
く
様
子

も
な
い
或
時
某
が
出
が
け
に
蕭
白
に
向
つ
て
時
に
私
の
処
に
も
永
く
居
ら
れ
る
事
だ
か

ら
こ
の
玄
関
の
見
付
の
杉
戸
に
何
か
記
念
に
認
め
て
く
れ
ま
い
か
と
頼
ん
だ
す
る
と
蕭

白
は
あ
〃
画
き
ま
せ
う
と
易
々
と
請
合
つ
た
さ
う
な
や
が
て
某
は
用
弁
を
済
ま
し
て
帰

つ
て
来
て
見
る
と
あ
の
な
ま
け
先
生
が
い
つ
か
い
て
く
れ
る
か
と
思
つ
て
ゐ
た
其
玄
関

の
杉
戸
に
は
墨
く
ろ
く
ろ
と
描
い
て
あ
る
そ
れ
が
も
の
も
あ
ら
ふ
に
山
越
の
如
来
で
背

光
の
大
き
さ
は
蛇
の
目
傘
位
そ
し
て
蕭
白
得
意
気
に
主
人
に
向
っ
て
曰
ど
う
だ
い
面
白

か
ら
う

芸
術
的
怠
慢
と
天
才
、
人
を
喰
っ
た
態
度
と
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
蕭
白
の
面
目
躍

如
た
る
逸
話
で
あ
る
。

（
四
）
こ
の
画
は
、
辻
惟
雄
「
伊
勢
の
蕭
白
畫
」（

國
華

九
五
二
号
一
九
七
一
年
）

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
如
水
は
衝
立
と
し
て
い
る
が
、
現
在
は
双
幅
と
な
っ
て
お
り
、

向
か
っ
て
右
幅
に
小
野
小
町
、
左
幅
に
大
伴
黒
主
が
配
さ
れ
る
。
こ
の
画
の
あ
る
「
伊

賀
上
野
」
（
三
重
県
伊
賀

市
）
は
、

津
藩
の

支
城
が
あ
り
、

同
藩
の
伊
賀
国

経
営
の

拠

点
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
奈
良
を
経
て
京
都
と
伊
勢
を
結
ぶ
大
和
街
道
・
伊
賀
街
道
の
要

衝
で
も
あ
っ
た
。
辻
氏
に
よ
る
と
、
所
蔵
者
の
言
と
し
て
明
治
時
代
に
入
手
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
こ
の
地
で
描
い
た
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し

か
し
、
京
の
画
師
蕭
白
が
伊
勢
へ
赴
く
枢
要
な
通
過
点
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
同
地
で
作

画
を
行
っ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。
三
重
県
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
塞
翁
飼
馬
・

簫
史
吹
簫
図
屏
風
」
は
、
裏
打
に
使
わ
れ
た
地
方
文
書
か
ら
伊
賀
地
方
で
制
作
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（

�）。
こ
の

屏
風
の

完
成
度
の
高
さ
は
、

同
地
で
の

制

作
が
単
な
る
通
過
点
で
の
一
宿
一
飯
の
礼
な
ど
と
い
っ
た
程
度
で
は
な
く
、
如
水
が
再

三
触
れ
て
い
る
よ
う
な
長
期
の
逗
留
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

［
如
水
］
伊
賀
上
野
曾
我
忠
兵
衛
忠
友
家
小
町
と
黒
主
の
草
子
洗
の
極
彩
色
の

衝
立

［
現
況
］「
草
子
洗
小
町
図
」
双
幅
伊
賀
市
個
人
蔵

［
如
水
］
伊
勢
地
方
に
蕭
白
の
偽
物
で
屏
風
な
ど
に
密
画
の
山
水
や
十
二
鷹
な
ど
あ
る

が
其
原
産
地
は
伊
賀
で
あ
る
と
か
彼
地
に
は
原
本
或
は
下
図
な
ど
が
あ
つ
て
夫
を
種
に

偽
物
を
作
る
様
で
あ
る
伊
勢
地
方
に
も
屏
風
の
下
図
な
ど
原
物
大
の
が
残
つ
て
居
る
か
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ら
夫
を
以
て
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
や
う

筆
者
も
、
伊
勢
地
方
で
蕭
白
画
を
博
捜
す
る
過
程
で
数
多
く
の
贋
作
を
眼
に
し
た
。

な
か
で
も
如
水
の
い
う
「
十
二
鷹
」
す
な
わ
ち
六
曲
一
双
の
各
扇
に
様
々
な
鷹
の
様
態

を
描
い
た
図
を
押
絵
貼
に
し
た
作
例
は
贋
作
の
定
番
と
も
い
え
る
も
の
で
、
か
な
り
の

数
を
披
見
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
明
ら
か
に
贋
作
と
さ
れ
る
も
の

と
は
一
線
を
画
す
「
十
二
鷹
」
が
あ
る
。
四
日
市
市
の
酒
造
家
が
所
有
す
る
も
の
で
、

四
日
市
市
史
編
纂
の
た
め
の
調
査
段
階
で
発
見
さ
れ
た
（

�）。
図
様
は
他
の
贋
作
と
一

致
す
る
も
の
の
、
比
較
的
硬
い
描
線
を
中
心
と
す
る
水
墨
の
作
風
お
よ
び
落
款
印
章
は

二
十
歳
代
終
わ
り
あ
る
い
は
三
十
歳
代
初
め
の
作
風
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
十

代
後
半
ま
で
画
跡
が
明
ら
か
で
は
な
い
蕭
白
と
し
て
は
初
期
段
階
を
示
す
貴
重
な
作
例

で
、
三
度
に
及
ぶ
と
推
定
さ
れ
る
伊
勢
漫
遊
の
初
回
に
描
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
点
で

貴
重
で
あ
る
（

�）。

［
如
水
］
伊
勢
地
方
に
蕭
白
の
偽
物
で
屏
風
な
ど
に
密
画
の
山
水
や
十
二
鷹
な
ど

あ
る

［
現
況
］「
山
水
図
押
絵
貼
屏
風
」「
鷹
図
押
絵
貼
屏
風
」
の
贋
作
が
伊
勢
地
方
に

現
存

贋
作
と
図
様
は
一
致
す
る
が
、
画
技
の
高
度
な
達
成
度
及
び
落
款
印
章

か
ら
伊
勢
漫
遊
初
期
の
基
準
作
と
判
定
さ
れ
る
「
鷹
図
押
絵
貼
屏
風
」

六
曲
一
双
（
四
日
市
市
個
人
蔵
）
が
現
存

［
如
水
］
其
他
に
は
日
本
人
物
が
あ
る
御
伽
噺
の
桃
太
郎
鬼
島
征
伐
の
襖
二
枚
あ
る
が

此
等
は
珍
し
い
内
で
猶
和
漢
の
対
に
は
青
砥
藤
綱
の
銭
を
拾
ふ
処
と
晋
の
予
譲
が
衣
を

さ
く
処
と
を
釣
し
た
る
な
ど
が
あ
る
両
方
と
も
屏
風
で
あ
る

如
水
は
、
和
漢
の
画
題
を
対
と
し
た
屏
風
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
青

砥
藤
綱
、
廉
直
で
公
平
な
採
決
を
下
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
鎌
倉
時
代
後
期
の
武
士
の

銭
に
纏
わ
る
逸
話
と
中
国
春
秋
時
代
晋
の
刺
客
予
譲
の
逸
話
を
一
双
の
屏
風
に
仕
立
て

た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

同
種
の
も
の
で
、
和
漢
の
う
ち
漢
の
画
題
が
異
な
る
「
青
砥
藤
綱
韓
信
図
屏
風
」

（
鈴
鹿
市
個
人
蔵
）
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
、
三
重
県
立
美
術
館
で
一
九
九
二
年
に

開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
三
重
の
美
術
風
土
を
探
る
Ⅱ
そ
の
後
の
曾
我
蕭
白
と
周
辺
展
」

で
紹
介
さ
れ
た
。

［
如
水
］
御
伽
噺
の
桃
太
郎
鬼
島
征
伐
の
襖
二
枚

青
砥
藤
綱
・
予
譲
の
屏
風

［
現
況
］
類
例
と
し
て
「
青
砥
藤
綱
韓
信
図
屏
風
」（
鈴
鹿
市
個
人
蔵
）
が
あ
る

［
如
水
］
他
に
鬼
念
仏
や
鬼
が
琵
琶
と
瓢
箪
と
を
背
負
つ
て
左
の
手
に
支
那
風
の
提
灯

を
さ
げ
て
走
つ
て
居
る
処
な
ど
が
あ
る
蕭
白
の
鬼
な
ど
ゝ
聞
た
ら
定
め
て
凄
い
も
の
で

あ
ら
ふ
と
推
察
す
る
か
も
知
ら
ぬ
が
些
の
凄
味
も
な
い
却
て
琵
琶
を
背
負
つ
て
居
る
鬼

な
ど
は
笑
を
含
で
居
る
偶
滑
稽
に
属
す
る
も
の
が
あ
る

前
述
し
た
「
旧
興
正
寺
障
壁
画
」
の
「
雑
画
押
絵
貼
屏
風
」
の
一
扇
に
、
杖
に
挿
し

て
瓢
箪
を
背
負
う
笑
い
を
含
ん
だ
鬼
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
興
正
寺
障
壁
画
の

復
元
案
に
よ
り
、
鐘
馗
を
画
題
と
す
る
襖
絵
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
説
を
筆
者
は
提
示

し
た
（

�）。

［
如
水
］
鬼
が
琵
琶
と
瓢
箪
と
を
背
負
つ
て
左
の
手
に
支
那
風
の
提
灯
を
さ
げ
て

走
つ
て
居
る

桃澤如水の蕭白画博捜
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［
現
況
］「
雑
画
押
絵
貼
屏
風
」
か
ら
の
復
元
に
よ
る
「
鐘
馗
図
」

［
如
水
］
心
学
の
本
と
思
ふ
た
が
其
挿
絵
を
描
い
で
あ
つ
た
事
が
あ
る
嘗
て
東
京
に
居

た
頃
其
本
を
見
つ
け
て
求
め
て
置
た
が
あ
ま
り
上
手
な
面
白
い
も
の
で
は
な
か
つ
た
様

に
覚
江
て
居
る

こ
の
記
述
に
対
し
て
、
秋
良
が
次
の
よ
う
に
補
記
を
加
え
て
い
る
。

［
秋
良
］
こ
れ
は
恐
ら
く
奥
田
龍
渓
の
著
書
『
存
心
』
で
あ
ら
う
こ
れ
に
は
龍
渓
の
自

序
も
交
て
居
る
と
に
か
く
蕭
白
の
画
は
板
下
に
は
適
し
ま
い
、
あ
ま
り
上
手
な
面
白
い

も
の
で
は
な
か
つ
た
の
が
実
録
で
あ
る

『
存
心
』
は
奥
田
龍
渓
（
士
龍
）
の
著
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
の
自
序
が
あ

る
。
龍
渓
は
松
坂
の
豪
商
、
津
藩
の
藩
儒
で
あ
っ
た
奥
田
三
角
の
兄
に
当
た
る
。
こ
の

書
は
民
衆
教
化
を
狙
い
と
す
る
心
学
ら
し
く
豊
富
な
挿
絵
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
が
、
逸

名
の
画
家
と
龍
渓
自
身
の
手
に
な
る
も
の
と
蕭
白
が
担
当
し
た
挿
絵
が
全
二
十
八
図
収

め
ら
れ
て
い
る
（

�）。

［
如
水
］
黒
田
浄
光
寺
の
は
九
尺
二
枚
づ
ゝ
が
内
陣
の
左
右
に
あ
る
の
で
一
方
は
陸
の

羅
漢
一
方
は
海
の
羅
漢
で
あ
る
姿
勢
に
種
々
の
変
化
あ
り
其
活
動
の
さ
ま
は
一
々
言
ふ

事
は
出
来
な
い
が
意
気
の
充
分
に
籠
つ
た
も
の
で
幾
分
妖
怪
的
で
は
あ
る
が
兎
に
角
愉

快
な
風
采
の
が
多
い
細
か
に
見
れ
ば
形
や
何
か
に
調
は
ぬ
ふ
し
や
無
理
な
箇
処
も
少
し

は
あ
る
が
斯
の
知
き
面
積
の
広
き
も
の
を
句
々
に
筆
を
下
し
て
一
気
に
成
し
て
ゐ
る
其

技
術
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
此
に
は
常
に
見
る
知
く
濃
墨
の
淋
漓
た
る
も
の
が
な
く
為

に
前
後
の
区
別
が
稍
判
明
を
欠
い
て
居
る
が
之
れ
は
立
ち
つ
ゝ
あ
る
壁
に
其
ま
ゝ
筆
を

揮
ふ
た
か
ら
自
然
渇
筆
を
用
ゐ
し
為
で
あ
る
此
を
か
く
時
傍
で
見
て
居
た
な
ら
ば
真
に

天
馬
の
空
を
か
け
る
が
如
き
有
り
様
で
あ
つ
た
ら
ふ
と
思
ふ
為
に
全
体
の
画
面
に
沈
着

或
は
重
厚
な
ど
ゝ
い
う
処
は
遺
憾
な
が
ら
見
出
す
事
が
出
来
な
い
欄
間
の
葡
萄
の
如
き

も
甚
だ
騒
が
し
き
も
の
で
あ
ま
り
渇
筆
を
用
ひ
た
が
為
に
葉
は
丸
で
虫
く
ひ
葉
の
様
で

あ
る
又
甚
だ
大
胆
な
る
画
き
か
た
は
三
尺
四
方
計
り
の
羅
漢
の
図
の
つ
ゞ
き
に
な
る
壁

が
あ
る
其
処
へ
は
浪
頭
の
指
見
た
様
な
の
を
三
本
と
其
に
連
な
る
波
の
二
三
の
線
を
か

き
其
上
に
水
玉
の
径
六
寸
許
で
宝
珠
の
玉
よ
り
内
の
線
を
多
く
し
て
螺
線
に
し
た
も
の

を
描
い
て
位
置
を
と
つ
て
あ
る
羅
漢
の
四
枚
の
内
陣
の
方
の
一
枚
は
一
時
寺
が
破
損
し

た
時
早
く
修
繕
を
せ
な
か
つ
た
為
に
何
年
か
の
雨
漏
は
其
一
枚
を
洗
ひ
蓋
し
て
少
の
墨

痕
も
止
め
な
い
様
に
し
て
し
ま
つ
た
漸
く
今
に
な
つ
て
修
繕
に
か
ゝ
っ
て
居
る
が
破
損

し
た
画
の
方
は
如
何
と
も
す
る
事
が
出
来
な
い

近
時
聞
く
所
に
よ
れ
ば
普
請
の
為
に
此
壁
画
全
部
を
崩
す
と
か
崩
し
た
と
か
い
ふ
話
で
あ
る

浄
光
寺
を
実
際
に
訪
れ
た
如
水
は
、
実
見
を
も
と
に
、
異
例
と
も
い
え
る
長
文
を
蕭

白
画
の
委
細
と
現
況
、
そ
の
後
伝
え
聞
い
た
噺
に
割
い
て
い
る
。

浄
光
寺
に
は
水
墨
の
羅
漢
図
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
本

堂
内
陣
の
左
右
の
壁
三
メ
ー
ト

ル
近
く
に
わ
た
っ
て
、
一
方
が
「
陸
の
羅
漢
」
、
一
方
が
「
海
の
羅
漢
」
を
描
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。
羅
漢
の
容
姿
は
「
幾
分
妖
怪
的
で
は
あ
る
が
兎
に
角
愉
快
な
風
采
の
が
多
」
く
、

墨
筆
を
も
っ
て
一
気
呵
成
に
描
い
た
「
意
気
の
充
分
に
籠
つ
た
も
の
」
で
あ
っ
た
。

更
に
欄
間
に
は
水
墨
の
葡
萄
図
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
渇
筆
を
揮
っ
た
狂
騒
感
の
甚
だ

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
内
陣
羅
漢
図
に
続
く
三
尺
四
方
の
壁
に
は
水
墨
の
波
濤

図
が
あ
り
、「

甚
だ
大
胆
な
る
画
き
か
た
」
で
描
か
れ
て
い
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
浄
光
寺
障
壁
画
は
、
年
紀
と
蕭
白
の
年
齢
が
併
記
さ
れ
て
い
る

た
め
に
唯
一
蕭
白
の
生
年
を
確
定
で
き
る
証
左
と
な
る
点
で
貴
重
で
あ
る
が
、
現
存
し

な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
筆

者
も
、
蕭
白
画
博
捜
の
過
程
で
同
寺
を
訪
ね
た
際
、
住
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持
か
ら
紹
介
さ
れ
た
檀
家
の
古
老
に
障
壁
画
に
纏
わ
る
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
が
、

古
老
は
羅
漢
図
を
記
憶
し
て
お
り
、
如
水
は
「
近
時
聞
く
所
に
よ
れ
ば
普
請
の
為
に
此

壁
画
全
部
を
崩
す
と
か
崩
し
た
と
か
い
ふ
話
で
あ
る
」
と
伝
え
聞
い
て
い
た
も
の
の
、

事
実
は
、
そ
の
後
も
破
却
す
る
こ
と
な
く
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
も
な
く
に
至
っ
て

「
気
持
ち
悪
い
う
え
に
汚
く
な
っ
た
」
た
め
に
、
古
老
も
加
わ
っ
て
破
却
し
た
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

［
如
水
］
黒
田
村
浄
光
寺
本
堂
内
陣
の
羅
漢

波
濤
の
貼
付

葡
萄
の
欄
間

普
請
の
た
め
壁
画
全
部
を
崩
す
と
か
崩
し
た
と
か

［
現
況
］
古
老
の
談
に
よ
る
と
第
二
次
世
界
大
戦
後
破
却

［
如
水
］
極
密
の
も
の
で
は
以
前
藤
堂
家
の
桜
の
間
と
称
し
て
他
藩
の
使
者
に
応
接
す

る
室
の
床
に
掛
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
が
維
新
の
時
他
の
物
と
共
に
藤
堂
家
を
出
て

平
民
の
手
に
渡
つ
た
二
尺
幅
絹
本
の
三
幅
封
が
あ
る
中
が
関
羽
と
左
右
が
岳
陽
楼
と
黄

鶴
楼
の
図
で
非
常
に
謹
だ
も
の
で
あ
る
何
れ
津
城
下
に
滞
在
中
命
に
よ
つ
て
画
い
た
も

の
で
あ
ら
ふ
関
羽
は
鐙
の
上
に
抱
を
着
用
し
た
所
は
他
の
も
の
と
同
じ
だ
が
青
龍
万
は

無
し
で
只
一
人
椅
子
に
凭
つ
た
傍
に
机
が
あ
つ
て
細
口
の
花
瓶
に
蘭
を
い
け
香
炉
を
左

に
と
り
右
に
美
髯
を
と
り
て
薫
じ
居
る
所
で
あ
る
が
威
儀
堂
々
と
し
て
悠
々
迫
ら
ざ
る

越
の
あ
る
は
稀
に
見
る
作
で
あ
る
左
右
の
山
水
は
例
の
鐵
線
見
た
様
な
線
で
丁
寧
に
岩

石
を
壘
に
あ
げ
楼
閣
を
現
し
下
か
ら
上
ま
で
殆
空
地
な
き
ま
で
に
画
い
て
あ
る
此
幅
に

つ
い
て
一
度
模
写
し
て
見
た
が
一
点
一
画
苟
も
し
て
な
い
か
ら
非
常
に
骨
が
折
れ
た

蕭
白
が
津
藩
主
藤
堂
家
の
た
め
に
描
い
た
中
関
羽
、
左
右
岳
陽
楼
・
黄
鶴
楼
の
三
幅

対
は
、
幅
二
尺
の
絹
本
水
墨
画
で
あ
っ
た
。
津
藩
は
、
蕭
白
が
金
屏
風
に
虹
を
一
筆
で

描
い
た
久
居
藩
の
本
藩
に
あ
た
る
。
藤
堂
家
で
制
作
機
会
が
与
え
ら
れ
た
背
景
に
は
、

既
述
の
よ
う
に
、
蕭
白
一
族
の
菩
提
寺
で
あ
る
興
聖
寺
の
大
檀
越
が
藤
堂
家
で
あ
っ
た

こ
と
が
関
連
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

岡
田

樗
軒
と
い
う
江
戸
の
書
林
の
主
が
著
し
た
画
論
書
『
近
世
逸
人
画
史
』
（
一
八

二
四
年
）
で
は
、
蕭
白
の
画
に
つ
い
て
「
其
画
変
化
自
在
な
り
、
草
画
の
如
き
は
藁
に

墨
つ
け
て
か
き
ま
は
し
た
る
如
き
も
の
あ
り
、
又
精
密
な
る
も
の
に
至
て
は
余
人
の
企

及
ぶ
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
画
域
の
振
幅
が
極
め
て
広
い
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。

既
に

触
れ
た
「

唐
獅
子
図
」
（

松
阪

市
朝
田
寺

蔵
）
が
草
画
を

代
表
す
る
も
の
で
あ
る

と
す
る
と
、
こ
の
三
幅
対
は
、
樗
軒
に
従
う
な
ら
、
そ
の
対
極
に
あ
る
「
余
人
の
企
て

及
ぶ
も
の
」
で
は
な
い
ほ
ど
の
「
精
密
な
る
」
画
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
如
水
は

模
写
を
試
み
た
も
の
の
「
此
幅
に
つ
い
て
一
度
模
写
し
て
見
た
が
一
点
一
画
苟
も
し
て

な
い
か
ら
非
常
に
骨
が
折
れ
た
」
と
嘆
息
す
る
ほ
ど
で
、
蕭
白
の
高
い
筆
墨
の
技
量
を

も
の
が
た
っ
て
い
る
。

如
水
の
手
に
な
る
模
本
と
蕭
白
の
原
本
の
そ
の
後
の
行
方
を
、
秋
良
は
次
の
よ
う
に

補
記
し
て
い
る
。

［
秋
良
］
此
山
水
に
柳
が
描
い
て
あ
っ
た
が
其
垂
枝
も
例
の
禿
筆
で
か
い
た
様
な
太
い

剛
い
ボ
ツ
ボ
ツ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
如
何
に
も
や
は
ら
か
く
柳
絲
嫋
嫋
の
感
を
写
し

た
も
の
は
後
に
聞
く
所
に
よ
れ
ば
奸
商
に
斯
き
奪
は
れ
て
津
市
と
か
津
市
近
傍
と
か
の

某
家
へ
蕭
白
に
な
つ
て
納
ま
つ
て
居
る
と
か
原
本
の
方
は
京
都
に
行
つ
て
し
ま
つ
た
が

摸
物
の
方
が
却
て
高
金
で
あ
つ
た
と
い
ふ
事
で
あ
る

［
如
水
］
津
藩
主
藤
堂
家
中
が
関
羽
左
右
が
岳
陽
楼
と
黄
鶴
楼
の
絹
三
幅
対

明
治
維
新
の
際
、
平
民
の
手
に
移
る

［
現
況
］
不
明
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［
如
水
］
津
市
に
は
大
に
蕭
白
好
き
な
人
が
居
て
其
屏
風
を
五
六
隻
も
持
っ
て
居

其
内
に
黄
鶴
楼
の
様
な
山
水
を
十
二
枚
張
つ
た
の
が
一
双
あ
る
又
非
常
に
粗
に
か
い
た

の
も
一
双
あ
る
粗
の
方
は
山
水
四
枚
に
鶴
の
真
向
き
布
袋
か
大
き
な
袋
の
か
げ
か
ら
頭

と
肩
と
僅
に
羽
団
扇
の
先
を
一
寸
現
は
し
た
る
象
の
正
面
寿
老
正
面
牛
の
背
面
蝦
蟇
仙

と
鉄
拐
仙
馬
の
正
面
と
で
皆
減
筆
で
あ
る
其
山
水
は
お
も
に
絶
壁
に
楼
閣
な
ど
で
使
ひ

古
る
し
の
刷
毛
に
濃
墨
を
充
分
に
含
ま
せ
紙
の
半
分
を
真
黒
に
ぬ
り
上
に
楼
閣
を
重
き

松
を
一
本
位
添
江
て
遠
山
を
一
刷
毛
に
し
た
様
な
も
の
で
あ
る

秋
良
は
補
記
に
、
「
恐
ら
く
は
大
門
町
白
銀
屋
な
る
べ
し
此
主
人
も
前
年
物
故
せ
り
然

し
古
書
画
は
依
然
と
し
て
今
猶
襲
蔵
せ
り
」
と
記
す
が
、
現
在
所
蔵
は
確
認
で
き
な
い
。

白
銀
屋
に
は
、
蕭
白
の
屏
風
が
五
・
六
隻
あ
っ
た
と
如
水
は
記
す
が
、
そ
の
う
ち
、

二
双
の
六
曲
屏
風
に
つ
い
て
、
画
様
を
簡
単
に
記
し
て
い
る
。
現
存
し
な
い
た
め
確
認

し
よ
う
が
な
い
が
、
黄
鶴
楼
の
様
な
山
水
を
十
二
枚
張
っ
た
一
双
は
、
現
存
作
に
類
例

を
求
め
る
と
す
る
と
東
京
藝
術
大
学
の
「
楼
閣
山
水
図
押
絵
貼
屏
風
」
に
類
似
す
る
画

様
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
減
筆
で
山
水
人
物
鳥
獣
を
描
い
た
一
双
は
、

「
減
筆
」
で
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
如
水
の
記
述
に
従
う
な
ら
、
三
重
県
伊
賀
市
西
蓮

寺
所
蔵
の
「
鳥
獣
人
物
図
押
絵
貼
屏
風
」
六
曲
一
双
を
類
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
よ
う
（

�）。

［
如
水
］
津
の
大
に
蕭
白
好
き
な
人

黄
鶴
楼
の
様
な
山
水
を
十
二
枚
張
っ
た
一
双

減
筆
で
山
水
人
物
鳥
獣
を
描
い
た
一
双

［
現
況
］
不
明

［
如
水
］
又
或
処
に
東
方
朔
の
画
が
あ
る
衣
紋
の
大
部
分
は
破
筆
を
用
ひ
左
手
に
桃
を

と
り
て
高
く
指
し
あ
げ
右
手
に
羽
扇
を
と
り
て
何
物
を
か
招
く
が
如
く
一
足
は
地
を
踏

み
一
足
は
半
あ
げ
て
恰
も
躍
つ
て
居
る
様
な
図
で
傍
に
童
子
が
謹
で
桃
を
捧
げ
て
居
る

白
髯
の
老
翁
の
容
貌
は
微
笑
を
含
む
で
少
し
も
陰
欝
な
処
は
な
く
心
持
の
よ
い
画
で
あ

る
又
或
処
に
寒
山
拾
得
の
衝
立
が
あ
る
が
之
れ
と
て
前
同
様
で
あ
る
又
子
路
米
を
負
ふ

図
を
写
し
た
が
之
れ
の
顔
は
米
俵
を
三
俵
負
ふ
て
其
重
さ
を
こ
ら
へ
て
歩
行
の
さ
ま
に

描
て
あ
つ
て
少
し
山
賊
的
な
所
は
あ
る
が
陰
欝
の
気
は
な
い
又
大
公
望
を
写
し
た
が
出

額
で
四
角
な
様
な
目
に
微
笑
を
含
み
口
を
開
い
て
釣
を
垂
れ
て
居
る
処
実
に
可
愛
ら
し

き
風
の
も
の
で
あ
る
総
じ
て
宝
暦
八
九
年
あ
た
り
即
伊
勢
漫
遊
中
の
作
に
は
未
だ
何
の

不
平
も
な
か
つ
た
か
し
て
蕭
白
の
特
色
と
す
る
陰
欝
と
か
凄
愴
と
か
の
風
は
現
は
れ
て

居
な
い
様
で
あ
る

い
ず
れ
も
、
特
定
の
現
存
作
に
同
定
で
き
る
も
の
は
な
い
。

し
か
し
、
蕭
白
の
画
に
、
社
会
と
の
相
克
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
個
と
し
て
の

認
識
が
そ
の
作
風
と
し
て
反
映
さ
れ
た
と
い
う
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
治
と

い
う
時
代
を
生
き
た
如
水
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
明
治
の
画

家
の

幾
人
か
が
蕭
白
に

強
い

興
味
の

眼
差
し
を
向

け
て
い
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
、

「
陰
欝
と
か
凄
愴
と
か
の
風
」
を
蕭
白
画
に

見
出
し
、

近
代

的
個

性
の
先

駆
者
と
し
て

蕭
白
を
意
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

［
如
水
］
東
方
朔
図

寒
山
拾
得
図
衝
立

子
路
負
米
図

太
公
望
図い
ず
れ
も
個
人
蔵

［
現
況
］
不
明

山 口 泰 弘
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◯
お
わ
り
に

如
水
の
記
録
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
伊
勢
地
方
の
蕭
白
画
の
調
査
は
、
辻
惟
雄
氏
を
端

緒
に
現
在
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
間
に
「
発
見
」
さ
れ
た
画
は
、
本
稿
に
み
た

と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
多
く
が
、
辻
氏
及
び
そ
の
後
の
研
究
で
二
十
歳
台
の
終
わ
り
か

ら
四
十
歳
代
の
初
め
に
か
け
て
、
少
な
く
と
も
三
度
に
わ
た
る
、
し
か
も
長
期
の
伊
勢

漫
遊
の
な
か
で
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
時

期
が
蕭
白
に
と
っ
て
画
歴
の
高
揚
期
と
一
致
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

【
註
】

（

1）
秋
良
は
、
江
戸
研
究
者
と
し
て
著
名
な
森
銑
三
や
三
田
村
鳶
魚
と
も
親
し
い
交
渉
が
あ
っ

た
在
野
の
書
肆
学
者
で
、
如
水
に
遅
れ
て
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
や
は
り
療
養

の
た
め
に
伊
勢
に
転
地
し
た
。
博
学
な
彼
の
膨
大
な
仕
事
は
『
日
本
書
誌
学
大
系

三
村

竹
清
集
』
（
九
巻

青
棠
堂
書
店
、
竹
清
は
秋
良
の
別
号
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
転

地
先
の
郷
土
史
に
も
強
い
関
心
を
も
ち
、
三
重
県
史
談
会
と
い
う
地
方
史
研
究
グ
ル
ー
プ

の
創
立
に
携
わ
っ
た
。
そ
の
会
報
へ
の
如
水
の
仕
事
の
再
掲
載
は
、
彼
の
発
意
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
秋
良
が
点
綴
す
る
補
記
は
、
史
談
会
の
活
動
や
交
友
を
通
じ

て
地
元
に
通
暁
す
る
よ
う
に
な
っ
た
人
物
の
手
に
成
っ
た
だ
け
あ
っ
て
示
唆
に
富
む
内
容

で
は
如
水
の
本
文
に
劣
ら
な
い
。

（

2）
十
二
三
か
或
は
四
五
歳
ま
で
久
居
（
三
重
県
津
市
）
と
い
う
所
の
米
屋
に
小
僧
を
し
て

居
た
と
い
ふ
か
ら
、
此
近
所
の
者
ら
し
い
小
僧
を
し
て
僅
か
に
得
る
小
遣
銭
で
豆
筆
を
買

ふ
て
夫
を
以
て
畜
を
描
て
居
た
が
其
内
に
何
慮
へ
か
行
つ
て
し
ま
つ
た
き
り
其
後
の
消
息

を
知
ら
な
ん
だ
何
年
か
の
後
其
地
の
人
が
京
都
か
ら
帰
つ
て
の
話
に
米
屋
に
居
た
一
風
変

つ
た
小
僧
は
今
京
都
で
画
家
に
な
っ
て
居
る
と
い
ふ
事
を
聞
て
米
屋
の
主
人
が
或
時
京
都

へ
上
つ
た
序
に
蕭
白
を
尋
ね
た
其
時
米
屋
の
主
人
は
土
産
と
し
て
金
三
両
を
包
ん
で
持
つ

て
行
つ
た
蕭
白
は
其
三
両
を
以
て

悉
く

菓
子
を
買
ふ
て
夫
を

悉
く
も
と
の
主
人
の

前
に

進

め
た
主
人
が
帰
る
時
に
其

菓
子
を

悉
く

子
供

衆
へ
と

負
は
し
て
聞
し
た
と
い
ふ
事
を
聞
た

が
其
外
に
は
何
も
な
い

（

3）
辻
惟
雄
「
研
究

余
録

興
聖

寺
の
蕭
白
一

族
の

墓
お
よ
び

過
去

帳
の
記
載
に
つ
い
て
」
（

國

華
九
〇
五
号

一
九
六
七
年
）

（

4）『
日
永
山
興
正
寺
史
』
一
九
八
二
年

（

5）
辻
惟
雄
「
伊
勢
の
蕭
白
畫
」

國
華
九
五
二
号
一
九
七
一
年

（

6）
辻
惟
雄
「
伊
勢
の
蕭
白
畫
」

國
華
九
五
二
号
一
九
七
一
年

（

7）
山

口
泰

弘
「
「

旧
永

島
家

襖
絵
」
再

考
」
三
重
大
学

教
育
学

部
紀

要
五
十
五
号

二

〇
〇
四
年

（

8）
辻
惟
雄
「
伊
勢
の
蕭
白
畫
」

國
華
九
五
二
号
一
九
七
一
年

山
口

泰
弘
「
「

旧
永

島
家

襖
絵
」
再

考
」
三
重
大
学

教
育
学

部
紀

要
五
十
五
号

二
〇

〇
四
年

（

9）
山
口
泰
弘
「
伊
勢
の
曾
我
蕭
白
」

國
華
一
一
五
一
号
一
一
九
一
年

（

10）
ほ
か
に
「
唐
人
物
図
屏
風
」
な
ど
が
あ
る
が
、
朝
田
寺
の
た
め
の
制
作
か
ど
う
か
は
不
明

（

11）「
蕭
白
」

國
華
一
一
八
号
一
八
八
九
年

（

12）
山
口
泰
弘
「
伊
勢
の
曾
我
蕭
白
」

國
華
一
一
五
一
号
一
一
九
一
年

（

13）
詳

細
に
つ
い
て
は
、

山
口

泰
弘
「
伊
勢
の

曾
我
蕭
白
」
（

國
華

一
一
五
一
号

一
一
九

一
年
）

（

14）
山
口
泰
弘
「
伊
勢
の
曾
我
蕭
白
」

國
華
一
一
五
一
号
一
一
九
一
年

（

15）
山

口
泰

弘
「

曾
我
蕭
白
筆

塞
翁

飼
馬

・
蕭
史

吹
簫

図
屏
風
」

國
華

一
二
四
六
号

一
九
九
八
年

（

16）『
四
日
市
市
史
』

第
四
巻
史
料
編
文
化
財
一
九
八
九
年

（

17）
山

口
泰

弘
「
伊
勢
の

曾
我
蕭
白
」

國
華

一
一
五
一
号

一
一
九
一
年

山
口

泰
弘

「
曾
我
蕭
白
の
遊
歴
」

國
華
一
一
六
一
号
一
一
九
二
年

（

18）
山

口
泰

弘
「

曾
我
蕭
白
「

旧
興

正
寺

障
壁
画
」
の
主

題
と

空
間

構
想
」
三
重
大
学

教
育

学
部
研
究
紀
要
六
十
三
巻
二
〇
一
二
年

（

19）
山
口
泰
弘
「
曾
我
蕭
白
の
遊
歴
」

國
華
一
一
六
一
号
一
一
九
二
年

（

20）
展

覧
会
及
び

図
録
「
江
戸

絵
画
の

鬼
才

曾
我
蕭
白

展
」
一
九

八
七
年

三
重
県
立

美

術
館
・
練
馬
区
立
美
術
館
蕭
白
展
図
録

桃澤如水の蕭白画博捜
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